
(57)【要約】

【課題】例えば高炉のように、被検出物の上方に位置す

る床面に配設されるマイクロ波距離計における、作業用

車両や作業員の往来の妨げを解消し、保守時の分解及び

組み直し作業を軽減でき、更に検出精度の向上を図る。

【解決手段】被検出物の上方に、その内部空間にマイク

ロ波を伝搬させるガイドパイプを配設するとともに、ガ

イドパイプの一方の開口の端部に、アンテナを送受信面

が前記開口と対向するように配設し、かつ、他方の開口

の端部に、アンテナから送信され該ガイドパイプを伝搬

するマイクロ波を被検出物体に向けて反射させるととも

に反射マイクロ波を該ガイドパイプに導くための反射板

を配設したマイクロ波距離計。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 マ イ ク ロ 波 送 信 器 か ら 発 振 さ れ る マ イ ク ロ 波 を ア ン テ ナ か ら 被 検 出 物 に 向 け て 送 信 し 、
被 検 出 物 で 反 射 さ れ た 反 射 マ イ ク ロ 波 を ア ン テ ナ で 受 信 し 、 受 信 し た マ イ ク ロ 波 を マ イ ク
ロ 波 送 受 信 器 に 送 り 、 被 検 出 物 ま で の 距 離 を 計 測 す る マ イ ク ロ 波 距 離 計 に お い て 、
　 被 検 出 物 の 上 方 に 、 そ の 内 部 空 間 に マ イ ク ロ 波 を 伝 搬 さ せ る ガ イ ド パ イ プ を 配 設 す る と
と も に 、 ガ イ ド パ イ プ の 一 方 の 開 口 の 端 部 に 、 ア ン テ ナ を 送 受 信 面 が 前 記 開 口 と 対 向 す る
よ う に 配 設 し 、 か つ 、 他 方 の 開 口 の 端 部 に 、 ア ン テ ナ か ら 送 信 さ れ 該 ガ イ ド パ イ プ を 伝 搬
す る マ イ ク ロ 波 を 被 検 出 物 体 に 向 け て 反 射 さ せ る と と も に 反 射 マ イ ク ロ 波 を 該 ガ イ ド パ イ
プ に 導 く た め の 反 射 板 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ガ イ ド パ イ プ と ア ン テ ナ と が 分 離 可 能 で あ る こ と 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の マ イ ク ロ 波
距 離 計 。
【 請 求 項 ３ 】
　 ガ イ ド パ イ プ が 、 そ の 長 さ 方 向 の 任 意 の 位 置 で 分 割 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
【 請 求 項 ４ 】
　 反 射 板 と 対 向 す る 側 の ガ イ ド パ イ プ の 開 口 が 、 開 口 上 端 か ら 開 口 下 端 に 向 か っ て 漸 次 ア
ン テ ナ 側 に 後 退 し て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の マ イ ク ロ 波
距 離 計 。
【 請 求 項 ５ 】
　 反 射 板 と 対 向 す る 側 の ガ イ ド パ イ プ の 開 口 の 下 面 に 、 開 口 端 縁 か ら 所 定 長 に わ た り 、 切
欠 、 複 数 の 孔 ま た は 網 目 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の 何 れ か １ 項 に
記 載 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
【 請 求 項 ６ 】
　 切 欠 の 幅 を ア ン テ ナ 側 に 向 か っ て 漸 次 狭 く な っ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の
マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
【 請 求 項 ７ 】
　 ガ イ ド パ イ プ の 下 方 に 、 切 欠 、 孔 ま た は 網 目 が 形 成 さ れ て い る 領 域 を 覆 う 邪 魔 板 が 配 設
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ ま た は ６ 記 載 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
【 請 求 項 ８ 】
　 反 射 板 の 全 面 に 、 複 数 の 孔 ま た は 網 目 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ７ の 何 れ
か １ 項 に 記 載 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
【 請 求 項 ９ 】
　 高 炉 内 で 鋳 床 の 下 方 に 配 置 さ れ る ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 の 受 銑 量 、 あ る い は 鉱 滓 鍋
の 鉱 滓 量 を 検 出 す る た め に 使 用 さ れ 、 鋳 床 の 内 部 ま た は 鋳 床 の 下 面 に ガ イ ド パ イ プ 、 反 射
板 及 び ア ン テ ナ を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ８ の 何 れ か １ 項 に 記 載 の マ イ ク ロ
波 距 離 計 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 マ イ ク ロ 波 を 被 検 出 物 に 向 け て 送 信 し 、 被 検 出 物 で 反 射 さ れ た 反 射 マ イ ク ロ
波 を 受 信 し て 被 検 出 物 ま で の 距 離 を 計 測 す る マ イ ク ロ 波 距 離 計 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 よ り 、 工 場 生 産 現 場 や 作 業 現 場 に お い て 加 工 品 等 の 物 体 ま で の 位 置 を レ ー ザ 光 や 赤
外 線 等 を 用 い て 計 測 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 し か し 、 こ の よ う な 光 を 検 出 媒 体 に 用 い た
距 離 計 で は 、 例 え ば 高 温 多 湿 で 、 水 蒸 気 や オ イ ル ミ ス ト 等 が 存 在 し た り 、 低 温 で 結 露 や 氷
結 が 起 こ る 使 用 環 境 で は 検 出 が 困 難 に な る と い う 欠 点 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】

10

20

30

40

50

(2) JP 2007-178207 A 2007.7.12



　 の よ う な 環 境 下 で の 物 体 検 出 に は 、 検 出 媒 体 と し て マ イ ク ロ 波 を 使 用 し た 物 体 検 出 装 置
が 使 用 さ れ る こ と が 多 い 。 例 え ば 、 図 ９ に 示 す よ う に 、 高 炉 で は 、 傾 注 樋 ９ か ら ト ピ ー ド
カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ に 溶 銑 １ １ が 供 給 さ れ る が 、 そ の 際 、 ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １
０ の 受 銑 量 を 検 出 す る た め に 溶 銑 １ １ の 液 面 １ ２ を 検 出 す る 必 要 が あ る 。 し か し 、 溶 銑 １
１ は 高 温 で あ る た め 赤 外 線 は 使 用 で き ず 、 ま た 、 ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ の 上 方 及
び 周 囲 に は 水 蒸 気 や 粉 塵 が 多 く 存 在 し て い る た め レ ー ザ 光 が 遮 断 さ れ 、 何 れ も 溶 銑 １ １ の
液 面 １ ２ を 検 出 で き な い 。 そ こ で 、 高 温 や 水 蒸 気 、 粉 塵 に よ る 影 響 を 受 け な い マ イ ク ロ 波
を 検 出 媒 体 に 用 い て 溶 銑 １ １ の 液 面 １ ２ を 検 出 す る こ と が 行 わ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文
献 １ 参 照 ） 。 即 ち 、 同 図 に 示 す よ う に 、 ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ の 直 上 に ア ン テ ナ
３ Ａ を 配 置 し 、 マ イ ク ロ 波 送 受 信 器 １ Ａ で 発 振 し た マ イ ク ロ 波 を 導 波 管 ２ Ａ を 通 じ て ア ン
テ ナ ３ Ａ か ら 送 信 し 、 ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ の 溶 銑 １ １ の 液 面 １ ２ で 反 射 さ れ た
反 射 マ イ ク ロ 波 を ア ン テ ナ ３ Ａ で 受 信 し 、 導 波 管 ２ Ａ を 通 じ て マ イ ク ロ 波 送 受 信 器 １ Ａ に
導 き 、 受 信 し た 反 射 マ イ ク ロ 波 を 検 波 す る 。 尚 、 図 中 の 符 号 ６ は マ イ ク ロ 波 の 伝 搬 経 路 を
示 す 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － ２ ０ ２ ４ ０ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 図 ８ に 示 す よ う に 、 高 炉 で は 通 常 、 傾 注 樋 ９ 並 び に ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ は 鋳
床 ７ の 下 方 に 配 置 さ れ て い る 。 鋳 床 ７ の 上 を 作 業 用 車 両 が 通 行 し た り 、 作 業 員 が 往 来 す る
。 そ し て 、 マ イ ク ロ 波 距 離 計 は 、 ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ の 直 上 に 設 け ら れ た 開 口
１ ３ の 上 に ア ン テ ナ ３ Ａ を 配 設 し 、 こ の ア ン テ ナ ３ Ａ と マ イ ク ロ 波 送 受 信 器 １ Ａ と を 導 波
管 ２ Ａ で 接 続 し て い る 。 そ の た め 、 マ イ ク ロ 波 距 離 計 は 、 装 置 全 体 が 鋳 床 ７ の 床 面 か ら 突
出 し て お り 、 作 業 用 車 両 の 通 行 や 作 業 員 の 往 来 に 支 障 を 来 た し て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 高 炉 で は 、 傾 注 樋 ９ の 保 守 の た め に 、 鋳 床 ７ は 、 ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０
の 直 上 部 分 （ 取 外 し 鋳 床 ８ ） が 取 外 し 可 能 に 構 成 さ れ て い る 。 そ の た め 、 取 外 し 鋳 床 ８ に
固 定 さ れ た マ イ ク ロ 波 距 離 計 の 構 成 部 品 も 、 他 の 構 成 部 品 か ら 取 外 す 必 要 が あ り 、 更 に は
保 守 後 の 組 み 直 し 作 業 が 必 要 に な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 更 に 、 マ イ ク ロ 波 ６ は ア ン テ ナ ３ Ａ か ら あ る 広 が り を も っ て 送 信 さ れ る た め 、 ト ピ ー ド
カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ の 溶 銑 １ １ の 液 面 １ ２ 以 外 で 反 射 さ れ た 反 射 マ イ ク ロ 波 を 受 信 す る
こ と も あ り 、 正 確 な 計 測 の 妨 げ に な る 。 極 端 な 場 合 は 、 取 外 し 鋳 床 ８ に 設 け た 開 口 １ ３ の
周 壁 か ら の 反 射 マ イ ク ロ 波 を 検 知 す る 。 尚 、 こ の よ う な マ イ ク ロ 波 の 広 が り 、 並 び に そ れ
に 由 来 す る 不 要 反 射 マ イ ク ロ 波 の 受 信 の 問 題 は 、 高 炉 に 限 ら ず 、 本 質 的 な 問 題 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 、 例 え ば 高 炉 の よ う に 、 被 検 出 物 の 上 方 に 位 置 す る 床 面 に 配 設 さ れ る マ イ ク ロ
波 距 離 計 に お け る 、 作 業 用 車 両 や 作 業 員 の 往 来 の 妨 げ を 解 消 し 、 保 守 時 の 分 解 及 び 組 み 直
し 作 業 を 軽 減 で き 、 更 に 検 出 精 度 の 向 上 を 図 る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 以 下 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 を 提 供 す る 。
　 （ １ ） マ イ ク ロ 波 送 信 器 か ら 発 振 さ れ る マ イ ク ロ 波 を ア ン テ ナ か ら 被 検 出 物 に 向 け て 送
信 し 、 被 検 出 物 で 反 射 さ れ た 反 射 マ イ ク ロ 波 を ア ン テ ナ で 受 信 し 、 受 信 し た マ イ ク ロ 波 を
マ イ ク ロ 波 送 受 信 器 に 送 り 、 被 検 出 物 ま で の 距 離 を 計 測 す る マ イ ク ロ 波 距 離 計 に お い て 、
　 被 検 出 物 の 上 方 に 、 そ の 内 部 空 間 に マ イ ク ロ 波 を 伝 搬 さ せ る ガ イ ド パ イ プ を 配 設 す る と
と も に 、 ガ イ ド パ イ プ の 一 方 の 開 口 の 端 部 に 、 ア ン テ ナ を 送 受 信 面 が 前 記 開 口 と 対 向 す る
よ う に 配 設 し 、 か つ 、 他 方 の 開 口 の 端 部 に 、 ア ン テ ナ か ら 送 信 さ れ 該 ガ イ ド パ イ プ を 伝 搬
す る マ イ ク ロ 波 を 被 検 出 物 体 に 向 け て 反 射 さ せ る と と も に 反 射 マ イ ク ロ 波 を 該 ガ イ ド パ イ
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プ に 導 く た め の 反 射 板 を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
　 （ ２ ） ガ イ ド パ イ プ と ア ン テ ナ と が 分 離 可 能 で あ る こ と 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） 記 載 の マ
イ ク ロ 波 距 離 計 。
　 （ ３ ） ガ イ ド パ イ プ が 、 そ の 長 さ 方 向 の 任 意 の 位 置 で 分 割 可 能 で あ る こ と を 特 徴 と す る
上 記 （ １ ） 記 載 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
　 （ ４ ） ガ イ ド パ イ プ の 反 射 板 と 対 向 す る 側 の 開 口 が 、 開 口 上 端 か ら 開 口 下 端 に 向 か っ て
漸 次 ア ン テ ナ 側 に 後 退 し て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の 何 れ か １ 項 に 記 載
の マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
　 （ ５ ） ガ イ ド パ イ プ の 反 射 板 と 対 向 す る 側 の 開 口 の 下 面 に 、 開 口 端 縁 か ら 所 定 長 に わ た
り 、 切 欠 、 複 数 の 孔 ま た は 網 目 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） ～ （ ３ ） の
何 れ か １ 項 に 記 載 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
　 （ ６ ） 切 欠 の 幅 を ア ン テ ナ 側 に 向 か っ て 漸 次 狭 く す る か 、 ガ イ ド パ イ プ の 周 方 向 に お け
る 孔 の 配 置 数 を 反 射 板 側 が 多 く 、 ア ン テ ナ 側 が 漸 次 少 な く な る よ う に す る か 、 網 目 が 形 成
さ れ る 領 域 の 幅 を ア ン テ ナ 側 に 向 か っ て 漸 次 狭 く す る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ５ ） 記 載 の
マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
　 （ ７ ） ガ イ ド パ イ プ の 下 方 に 、 切 欠 、 孔 ま た は 網 目 が 形 成 さ れ て い る 領 域 を 覆 う 邪 魔 板
が 配 設 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ ５ ） ま た は （ ６ ） 記 載 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
　 （ ８ ） 反 射 板 の 全 面 に 、 複 数 の 孔 ま た は 網 目 を 形 成 し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） ～
（ ７ ） の 何 れ か １ 項 に 記 載 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
　 （ ９ ） 高 炉 内 で 鋳 床 の 下 方 に 配 置 さ れ る ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 、 あ る い は 鉱 滓 鍋 の
鉱 滓 量 の 受 銑 量 を 検 出 す る た め に 使 用 さ れ 、 鋳 床 の 内 部 ま た は 鋳 床 の 下 面 に ガ イ ド パ イ プ
、 反 射 板 及 び ア ン テ ナ を 配 設 し た こ と を 特 徴 と す る 上 記 （ １ ） ～ （ ８ ） の 何 れ か １ 項 に 記
載 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 は 、 被 検 出 物 の 上 方 に 、 マ イ ク ロ 波 を 伝 搬 さ せ る ガ イ ド パ イ
プ を 配 置 し 、 こ の ガ イ ド パ イ プ の 一 端 に ア ン テ ナ を 配 し 、 他 端 に 反 射 板 を 設 け た も の で あ
り 、 ア ン テ ナ か ら 送 信 さ れ る マ イ ク ロ 波 の よ り 多 く を 被 検 出 物 に 向 け る こ と が で き 、 被 検
出 物 以 外 か ら の 反 射 マ イ ク ロ 波 を 極 力 排 除 で き る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 特 に 高 炉 に お い て 、 ガ イ ド パ イ プ 、 並 び に そ れ に 付 随 し て 反 射 板 及 び ア ン テ ナ を
鋳 床 の 内 部 ま た は 下 面 に 配 設 す る こ と が で き る た め 、 鋳 床 上 を 往 来 す る 作 業 用 車 両 や 作 業
員 の 妨 げ に も な ら ず 、 更 に ガ イ ド パ イ プ と ア ン テ ナ と を 分 離 可 能 と す る こ と も で き 、 保 守
時 の 分 解 及 び 組 み 直 し 作 業 を 軽 減 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 に 関 し て 図 面 を 参 照 し て 詳 細 に 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 １ は 、 図 ８ に 対 応 し て 、 高 炉 内 で ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ の 受 銑 量 を 検 出 す る
た め に 本 発 明 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 を 適 用 し た 例 を 示 す 模 式 で あ る 。 鋳 床 ７ の 下 方 に 、 ト ピ
ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ が 配 置 さ れ て お り 、 そ こ へ 傾 注 樋 ９ を 通 じ て 溶 銑 １ １ が 供 給 さ
れ る 。 鋳 床 ７ の ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ の 直 上 部 分 に は 、 取 外 し 鋳 床 ８ が 設 け ら れ
て お り 、 保 守 時 に 鋳 床 ７ か ら 取 外 し 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 鋳 床 ７ 及 び 取 外 し 鋳 床 ８ は 、 鉄 骨 で 梁 を 組 み 立 て 、 そ の 上 に 床 面 を 置 い た 構 成 が 一 般 的
で あ り 、 取 外 し 鋳 床 ８ の 鉄 骨 梁 の 間 に ガ イ ド パ イ プ ４ を 水 平 に 配 設 す る 。 こ の ガ イ ド パ イ
プ ４ は 、 ア ン テ ナ ３ の 送 受 信 面 の 外 径 よ り も 若 干 大 き な 内 径 を 有 す る 金 属 製 の 筒 体 （ 例 え
ば 鉄 管 や ス テ ン レ ス 管 ） で あ り 、 そ の 一 方 の 開 口 ４ ａ （ こ こ で は 図 中 右 側 ） が 取 外 し 鋳 床
８ の 一 方 の 端 縁 ８ ａ （ こ こ で は 図 中 右 側 ） と 一 致 す る よ う に 位 置 決 め さ れ て い る 。 尚 、 ガ
イ ド パ イ プ ４ は 円 筒 の 他 、 角 筒 、 更 に は 断 面 が 多 角 形 の 筒 体 で あ っ て も よ い 。 ア ン テ ナ ３
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も 、 ホ ー ン ア ン テ ナ の 他 、 パ ラ ボ ラ ア ン テ ナ で も よ い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 取 外 し 鋳 床 ８ に は 、 ガ イ ド パ イ プ ４ の 他 方 の 開 口 ４ ｂ と 対 面 し て 、 ト ピ ー ド カ ー
ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ に 向 け て 傾 斜 す る 反 射 板 ５ が 配 設 さ れ て い る 。 尚 、 反 射 板 ５ は 、 ガ イ ド
パ イ プ ４ の 開 口 ４ ｂ に 溶 接 も し く は 固 定 治 具 等 に よ り 固 定 し て も よ い し 、 ガ イ ド パ イ プ ４
の 開 口 ４ ｂ か ら 離 間 し て 配 設 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 鋳 床 ７ に は 、 ガ イ ド パ イ プ ４ の 開 口 ４ ａ と 対 向 す る 位 置 に 、 ア ン テ ナ ３ が 、 そ の 送 受 信
面 が 前 記 開 口 ４ ａ と 対 面 す る よ う に 配 設 さ れ る 。 こ こ で 、 ガ イ ド パ イ プ ４ と ア ン テ ナ ３ と
は 、 保 守 時 に 、 取 外 し 鋳 床 ８ を 鋳 床 ７ か ら 取 外 す こ と を 考 慮 し て 、 連 結 す る こ と な く 、 鋳
床 ７ と 取 外 し 鋳 床 ８ と の 隙 間 ２ ０ の 分 だ け 離 間 し て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 ま た 、 ア ン テ ナ ３ に は 導 波 管 ２ を 介 し て マ イ ク ロ 波 送 受 信 器 １ が 接 続 さ れ て い る が 、 マ
イ ク ロ 波 送 受 信 器 １ 及 び 導 波 管 ２ は 、 作 業 用 車 両 や 作 業 員 の 往 来 の 妨 げ に な ら な い よ う に
鋳 床 ７ の 下 面 に 配 設 さ れ る 。 こ の よ う な 配 置 で は 、 マ イ ク ロ 波 送 受 信 器 １ が 熱 源 で あ る 溶
銑 １ １ か ら 離 間 す る た め 、 熱 的 外 乱 を 受 け る こ と も 無 い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ る マ イ ク ロ 波 距 離 計 で は 、 マ イ ク ロ 波 送 信 器 １ か ら 発 振 さ れ る マ イ
ク ロ 波 を 導 波 管 ２ に よ り ア ン テ ナ ３ に 導 き 、 ア ン テ ナ ３ か ら マ イ ク ロ 波 を ガ イ ド パ イ プ ４
に 向 け て 送 信 す る 。 次 い で 、 マ イ ク ロ 波 は ガ イ ド パ イ プ ４ の 内 部 空 間 を 伝 搬 し て 反 射 板 ５
へ と 進 み 、 反 射 板 ５ で 反 射 さ れ て ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ へ と 送 ら れ る 。 そ し て 、
ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ の 溶 銑 １ １ の 液 面 １ ２ で 反 射 さ れ た 反 射 マ イ ク ロ 波 は 、 反
射 板 ５ へ と 向 か い 、 反 射 板 ５ で 反 射 さ れ て ガ イ ド パ イ プ ４ の 内 部 空 間 を 伝 搬 し て ア ン テ ナ
３ で 受 信 さ れ 、 導 波 管 ２ を 介 し て マ イ ク ロ 波 送 受 信 器 １ へ と 送 ら れ 、 検 波 さ れ る 。 尚 、 図
中 の 符 号 ６ は 、 こ の よ う な マ イ ク ロ 波 の 伝 搬 経 路 を 示 す 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 の マ イ ク ロ 波 の 伝 搬 に お い て 、 ア ン テ ナ ３ か ら 送 信 さ れ た マ イ ク ロ 波 は 、 ガ イ ド パ
イ プ ４ の 内 部 空 間 を 伝 搬 す る こ と で 、 実 質 的 に 全 て の マ イ ク ロ 波 が 反 射 板 ５ で 反 射 さ れ 、
ガ イ ド パ イ プ が 無 く 、 ア ン テ ナ か ら 直 接 送 信 さ れ る 場 合 に 比 べ て 、 よ り 多 く の マ イ ク ロ 波
が ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ へ と 向 か う 。 そ れ に 伴 い 、 不 要 な 反 射 マ イ ク ロ 波 を 受 信
す る こ と が 少 な く り 、 測 定 精 度 が 高 ま る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 尚 、 上 記 の マ イ ク ロ 波 の 送 受 信 に よ り ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ の 溶 銑 １ １ の 液 面
１ ２ を 検 出 す る 原 理 は 、 例 え ば Ｆ Ｍ Ｃ Ｗ 方 式 に 従 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 は 種 々 の 変 更 が 可 能 で あ り 、 例 え ば 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 ア ン テ ナ ３ と ガ イ ド パ
イ プ ４ と を 、 フ ラ ン ジ 等 で 接 続 す る と と も に 、 ガ イ ド パ イ プ ４ を 鋳 床 ７ と 取 外 し 鋳 床 ８ と
の 隙 間 ２ ０ に 相 当 す る 位 置 に て 分 離 し た 構 成 と す る こ と も で き る 。 こ の よ う な 構 成 に よ っ
て も 、 取 外 し 鋳 床 ８ を 取 外 す 際 に 、 取 外 し 鋳 床 ８ と 同 時 に ガ イ ド パ イ プ ４ Ａ ， ４ Ｂ と に 分
割 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ま た 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド パ イ プ ４ の 反 射 板 ５ と 対 向 す る 側 の 開 口 ４ ｂ が 、 開 口
上 端 ａ か ら 開 口 下 端 ｂ に 向 か っ て 徐 々 に ア ン テ ナ ３ 側 に 後 退 す る よ う に 、 形 成 し て も よ い
。 尚 、 同 図 の （ Ａ ） は 直 線 的 に 後 退 し て い る 例 を 示 し て お り 、 （ Ｂ ） は 円 弧 状 に 後 退 し て
い る 例 を 示 し て い る 。 図 １ 及 び 図 ２ の よ う に ガ イ ド パ イ プ ４ の 開 口 ４ ｂ が 垂 直 に 開 口 し て
い る と 、 こ の 開 口 端 縁 で マ イ ク ロ 波 が 反 射 す る こ と が あ り 、 ノ イ ズ と な っ て 現 れ る が 、 こ
の よ う に 開 口 ４ ｂ を 後 退 さ せ る こ と に よ り 開 口 端 縁 で の 反 射 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ま た 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 ガ イ ド パ イ プ ４ の 反 射 板 ５ と 対 向 す る 側 の 開 口 ４ ｂ の 下 面 に
、 端 縁 か ら 所 定 長 さ に わ た り 切 欠 ３ ０ を 形 成 し て も よ い 。 高 炉 で は 、 ト ピ ー ド カ ー ま た は
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溶 銑 鍋 １ ０ の 上 方 に 粉 塵 が 浮 遊 し て お り 、 こ の 粉 塵 が 開 口 ４ ｂ か ら ガ イ ド パ イ プ ４ の 内 部
に 侵 入 し 、 堆 積 し や す い 。 こ の 堆 積 し た 粉 塵 に よ り 、 ア ン テ ナ ３ か ら 送 信 さ れ ガ イ ド パ イ
プ ４ の 内 部 を 伝 搬 す る マ イ ク ロ 波 が 反 射 さ れ 、 ノ イ ズ と な っ て 検 出 さ れ る 。 そ こ で 、 切 欠
３ ０ を 形 成 す る こ と に よ り 、 粉 塵 が ガ イ ド パ イ プ ４ ｂ に 侵 入 し て も 堆 積 す る こ と が 無 く な
る 。 尚 、 図 示 は 省 略 す る が 、 こ の 切 欠 ３ ０ に 代 え て 、 多 数 の 小 孔 を 開 け た り 、 網 状 と し て
も 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 但 し 、 切 欠 ３ ０ の 平 面 形 状 が 矩 形 の 場 合 、 マ イ ク ロ 波 が 端 縁 で 反 射 す る お そ れ が あ る 。
そ こ で 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 切 欠 ３ ０ の 幅 を 開 口 ４ ｂ の 端 縁 が 最 も 広 く 、 ア ン テ ナ ３ 側 に
向 か っ て 徐 々 に 狭 く な る よ う に 形 成 す る こ と が 好 ま し い 。 尚 、 同 図 の （ Ａ ） は 直 線 的 に 狭
く な り 全 体 と し て Ｖ 字 状 を 呈 す る 切 欠 を 示 し て お り 、 （ Ｂ ） は 円 弧 状 に 狭 く な り 全 体 と し
て Ｕ 字 状 を 呈 す る 切 欠 を 示 し て い る 。 切 欠 ３ ０ を こ の よ う な 形 状 と す る こ と に よ り 端 縁 で
の 反 射 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 切 欠 ３ ０ や 孔 、 網 目 か ら 漏 洩 す る マ イ ク ロ 波 が 、 ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０
以 外 の 構 造 物 に 向 か い 、 そ の 反 射 マ イ ク ロ 波 を 受 信 し な い よ う に 、 図 ６ に 示 す よ う に 、 ガ
イ ド パ イ プ ４ の 下 方 に 、 切 欠 ３ ０ や 孔 、 網 目 を 覆 う よ う に 邪 魔 板 ３ １ を 配 設 す る こ と が 好
ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 更 に 、 図 ７ に 示 す よ う に 、 反 射 板 ５ に 網 目 を 形 成 す る こ と も 好 ま し い 。 粉 塵 は 反 射 板 ５
に も 付 着 す る た め 、 網 目 を 形 成 し て こ れ を 防 止 す る 。 尚 、 図 示 は 省 略 す る が 、 網 目 に 代 え
て 多 数 の 小 孔 を 開 け て も よ い 。 こ の と き 、 マ イ ク ロ 波 の あ る 成 分 が 網 目 や 孔 を 通 過 す る こ
と も 考 え ら れ る た め 、 反 射 板 ３ の 後 方 に 、 図 示 は 省 略 す る 第 ２ の 反 射 板 を 配 置 し 、 網 目 や
孔 を 通 過 し た マ イ ク ロ 波 を 例 え ば 図 中 上 方 に 反 射 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 ま た 、 同 じ く 図 示 は 省 略 す る が 、 反 射 板 ５ を 傾 斜 方 向 に 引 き 抜 き 可 能 と し 、 付 着 し て い
る 粉 塵 を 擦 り 落 と す こ と も で き る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 上 述 し た 本 発 明 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 は 、 ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ の 受 銑 量 を 検 出
す る 以 外 に も 、 鉱 滓 鍋 の 鉱 滓 量 を 検 出 す る こ と に も 適 用 で き る 。 鉱 滓 鍋 も 、 ト ピ ー ド カ ー
ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ と 同 様 に 取 外 し 鋳 床 ８ の 下 方 に 配 置 さ れ る た め 、 上 記 に お い て 、 ト ピ ー
ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 １ ０ に 代 え て 鉱 滓 鍋 と し た 構 成 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 を 高 炉 に 適 用 し た 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 に お け る ガ イ ド パ イ プ の 変 更 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 に お け る ガ イ ド パ イ プ の 他 の 変 更 例 を 示 す 模 式 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 に お け る ガ イ ド パ イ プ の 更 に 他 の 変 更 例 を 示 す 模 式 図
で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 に お け る ガ イ ド パ イ プ の 他 の 変 更 例 を 示 す 模 式 図 で あ
る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 に お け る ガ イ ド パ イ プ の 他 の 変 更 例 を 示 す 模 式 図 で あ
る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 に お け る 反 射 板 の 変 更 例 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 高 炉 に お け る 従 来 の マ イ ク ロ 波 距 離 計 の 使 用 形 態 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 １ 　 マ イ ク ロ 波 送 受 信 器
　 ２ 　 導 波 管
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　 ３ 　 ア ン テ ナ
　 ４ 　 ガ イ ド パ イ プ
　 ５ 　 反 射 板
　 ６ 　 マ イ ク ロ 波
　 ７ 　 鋳 床
　 ８ 　 取 外 し 鋳 床
　 ９ 　 傾 注 樋
１ ０ 　 ト ピ ー ド カ ー ま た は 溶 銑 鍋 （ ま た は 鉱 滓 鍋 ）
２ ０ 　 隙 間

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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